
。
わたくした5旬、 "J恒川と手間君にIJこまれeI'"と周虫色に1.
ぐくまれた務係子の市民です。
わたくしたち俗‘国IIml'l文化也市をめざす市民としての目
りをもち‘明日へ町制いをこめて ここに市民恵6を定めます.
水と械と土のにおいがいっぱいの住みよいあUこにします
心と作をきたえさ主き笠きと曲き 伸UゆくあUこにレます
老人徒大切にし 予ともの夢をI'l<: ，匹'!lJあUこにします
"、るさとを宜し 叉化を目的恩か忽あUこにします
みん!Jで括しあいさまりそ守り 明るいあUこにします
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。周年盛大に祝う

昭
和
初
年
、
県
下
幻
番
目
に
我
孫
子
市
ガ
麗
生
し
て
合
年

で
初
年
。
こ
の
市
制
初
周
年
を
祝
う
記
念
式
典
ガ
、

7
月
T

日
(
日
)
、
国
会
班
員
、
県
知
事
な
ど
関
係
者
約

8
0
0人
ガ

出
席
す
る
怠
か
、
市
民
会
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

典
で
は
、
名
替
市
民

3
氏
を
縫
た
い
し
た
ほ
か
、
市
政
功
労

者

2
2
4人
(
2面
移
照
)
を
顕
膨
し
ま
し
だ
。

7
月
l
日
(
目
)
、
我
係
子
市
が

市
制
を
怖
符
し
て
満
初
年
と
な
っ

た
こ
と
を
配
念

L

多
く
の
米
貨

を
招
き
、
市
民
会
館
で
紀
念
式
典

が
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

オ
1
プ
-
一
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
我
孫
子
市
民
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ

ニ
ー
管
抜
楽
団
の
簡
潔
に
よ
り
、

我
孫
子
合
間
連
盟
内
美
し
い
歌
声

で
「
市
民
の
歓
」
を
紋
街
。
市
制
初

カ日s、
白

T J顎e
T 
目
7 
格忌ヨ々
6 

f雪氏

名嘗市民に推定いされた 3氏

j度2
日 、判官

山 χ:!.，:"
2 

五藤b
B 

f正:
ー号)氏

古文

宣き"・ T
!llllず

蒜 木9

E和5
10 
番豆豆F
21 ・

呂
、ニ氏

明
治
心
年
1
月
l
日
‘
現
八
日
市
場
市
に
生
ま
れ

る
・
昭
和

5
年
千
諜
師
範
学
校
を
卒
業
。
日
年
我

日
開
子
第
二
小
学
校
伎
に
就
任
以
来
‘
我
孫
子
第
一
小

学
校
長
、
我
孫
子
第

一
中
学
校
悦
を
原
任
。
均
年
参

絞
院
紋
只
と
な
り
、
白
押
年
ま
で
の
述
続
5
期
初
年
間
、

国
政
に
機
わ
る
・
こ
の
間
、
臼
年
に
は
第
M
代酔
官
級

院
削
縦
長
に
枕
匹
。
国
政
に
あ
っ
て
も
‘
池
山
崎
に
準

仕
す
る
こ
と
が
政
治
家
司
法
低
条
削
円
で
あ
る
と
し
て
、

技
係
子
市
を
中
心
に
幅
広
い
活
動
を
行
い
.
市
内
発

展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

大
正
2
年
5
月
初
目
、
現
殺
孫
子
市
に
生
ま
れ
る
。

昭
和
日
年
聡
応
義
思
一
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
。
お
年

我
孫
子
町
線
会
絞
良
と
な
り
、
迎
統
3
則
8
年
間
務

め
る
.
こ
の
問
、

ω年
か
ら
何
年
ま
で
町
議
会
餓
H

問、

市
議
会
総
長
に
。
判
年
に
は
‘
我
係
子
市
長
に
就
任

し
、
以
米
述
統
4
肌
同
年
間
町
長
さ
に
わ
た
り
在
職
、

首
都
闘
の
ベ

y
ド

P
ウ
ン
と
し
て
、
急
激
な
人
口
増

と
主
っ
た
当
市
内
発
展
に
賞
献
さ
れ
‘
教
育
施
訟
の

盤
側
、
市
民
福
祉
の
向
上
、
生
活
原
境
町
銃
櫛
主
ど
.

市
町
発
機
に
術
与
さ
れ
ま
し
た
固

明
治
初
年
l
月
初
日
、
現
我
孫
子
市
に
生
ま
れ
る
。

大
正
9
年
錦
械
商
業
ザ
校
を
卒
業
。
昭
和
辺
年
我
孫

子
町
総
会
絞
貝
と
な
り
.
連
続
4
則
凶
年
間
務
め
る
。

ニ
的
問
訓
年
に
町
総
会
縦
長
に
。
初
年
に
は
.
校

孫
子
町
長
に
税
汀
し
、

z則
8
年
間
k
t
帥刷
。
首
都
聞

に
位
鍛
す
る
我
孫
子
の
将
米
あ
る
べ
き
姿
を
い
ち
早

く
必
定
し
、
山
叫
設
計
闘
を
倒
立
す
る
と
と
も
に
今
目

的
我
孫
子
市
町
発
底
的
基
備
を
陥
立
。
拍
午
、
市
制

施
行
と
と

L
に
初
代
市
長
と
主
り
、
住
民

M
祉
や
地

山
岡
開
発
な
と
市
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

分

園

時

初

公

は

7
時

沼

ι

後

B

賀

川

午

~

手

日

)

ヨ

日

日

士

対

s

町

会

出

〉

4
〉
一
一
一
一
川
川

崎

月

場

割

以

惜

伺

8
信

我

て

今年 ιf.ti d{Htfヒの附i ' 、を j~めて 、我

孫(-，Ii，伯Hi、 i1l南町の 2市 I町合l百lに

より f1'<消化火大会を11HfI抗します o .9:の

{主押さを彩る f七六をご涼版おそろいでおも取

しみ〈ださい e 生お ると通則;'i1Jもどぷし

くは次サでーお知らせしま寸 o

l 聞い合わせ .flI.係 rrti耐1会合(82)31
I 31または市役，O'r鴎]似光点湛
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市

制

施

行

初

周

年

記

念

式

典

刊

日

付

日

μ肝
心

周
年
を
祝
う
式
典
に
ふ
さ
わ
し
い
活
環
境
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
市

説
明
け
と
な
り
ま
し
「
も
で
は
基
本
椀
想
的
将
来
都
市
像
で

ま
た
、
式
典
で
は
長
年
市
町
発
あ
る

J
干
釘
沼
町
ほ
と
り
、
や
す

日
明
に
尽
く
さ
れ
た
功
紺
を
た
た
え
、
ら
ぎ
の
ま
ち
"
実
現
の
た
め
に
‘

名
佐官
市
民
3
氏
の
推
た
い
式
と
市
第
一
次
基
本
剖
耐
を
策
定
し
‘
こ

政
功
労
者
2
2
4
人
(
川
団
体
含
れ
券
行
政
推
進
的
大
指
針
と
し
て

む
)
的
表
杉
が
行
わ
れ
ま
し
十
、
高
齢
即
化
、
情
報
化
、
国
際
化
、
ま

式
典
の
な
か
で
、
大
井
市
長
は
た
多
緑
化
す
る
市
民
ニ

l
ズ
等
の

「我
孫
子
市
は
、
昭
和
拍
年
に
市
社
会
情
勢
に
対
応
す
べ
く
ま
ち
づ

と
し
て
誕
生
以
来
、
川
市
西
北
部
の
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

中
盤
都
市
と
し
て
精
製
に
発
展
し
初
周
年
を
迎
え
た
こ
の
記
念
す

て
き
ま
し
た
。
人
有
的
要
求
も
時
べ
き
年
を
H

幻
世
紀
へ
は
ば
た
〈

ル

出

発

的
年
ゆ
と
考
之
、
諸
地
策
を

A
V

計
画
的
に
推
進
し
、
自
然
と
闘
相

ーの

し

た

近

代

都

市

町

建

設

に

全

力

で

し
V

υ

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と
式

ヂ

ザ
孟
べ
ま
し
た
@

ム

こ

の

ほ

か

再

小

中

学

生

か

d
F一
ら
「
未
来
の
我
孫
子
」
を
テ

1
7
に

も

必

募

集

し

た
絵
画
と
作
文
町
中
か
ら
司

信
作
文
内
最
優
秀
於
君
主
賞
し
た
湖
北

台
西
小
5
年
米
川
比
呂
志
君
と
湖

北
中
3
年
浅
間
理
奈
さ
ん
が
式
典

で
発
表
。
絵
聞
の
般
位
置
秀
作
品
7

点
と
優
秀
作
品
特
点
は
、
市
民
会

館
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

女十反絶対国
川本軍機使の~tt. 基9ど下
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曽

敏

夫

荒

井

友

之

有

野

利

子

塁

東

郷

隆

到

井

留

次

郎

ι

証
事
劃
旦

飯
塚
正
子
、
飯
塚
悲
治
‘
五
十
嵐
白
山
由
夫
.
松
下
世
出
品
ヘ
松
一
弓

1
1円
い
川
げ
は
川
じ

淑
郎
.
級
僑
清
司
.
一
合
ツ
ヤ
、
明
子
、
守
尾
方
宏
、
吉
田
伴
三
、
背
木
仲
子
、
遠
藤
定
男
、
大

上

野

千

代

、

牧

村

香

澄

.

海

老

原

神

地

辺

三

枝

子

物

滋

Fdu十
九
日
間
噸
同
川
門
閣
画
問
明
劇
団

郎
、
川
村
幸
子
、
木
川
セ
ツ
、
久
飯
塚
消
、
伊
努
守
、
組
本
啓
次
井
手
口
み
ど
り
、
岩
瀬
三
郎
、

保
田
節
子
、
幸
田
孝
一
、
小
松
純
郎
、
小
山
正
夫
、
篠
崎
七
郎
、
平
岡
田
笠
子
、
香
取
三
男
、
川
合

子
、
坂
場
正
子
、
坂
本
文
男
、
湾
川
央
、
期
間
彰
官
、
山
田
消
一
、
行
雄
、
将
ay川
利
夫
、
栗
山
真

回
千
津
子
、
維
名
静
子
.
ぬ
級
久
浅
禅
林
、
消
水
要
州
、
高
田
勝
徳
‘
永
劫
健
次
郎
、

直

白

井

昌

子

神

保

三

久

湖

面

附

則

則

一

般

本

博

日

霊

祭

回

千

代

谷
稔
、
高
田
三
郎
、
回
中
ヒ
サ
ヲ
、

ロ
川
門
〕
川
l
h同
|
川
川
」
安
田
干
代
子
、
脇
一
野
英
一
律
、

津
川
勝
彦
、
時
国
日
出
子
、
盟

略

飯

田

和

行

〈

団

体

V

我
係
子
ガ
ス
(株
)

か

つ

中

野

与

妻

、
西

村

壁

画

劇

叫

坦

(

社

)

我

孫

子

ゴ

い

ね

誠

一

一

東

和

子

、

き

敬

子

、

三

角

佐

和

弓

川

崎

に

ゆ

γ
l円
」
我
孫
子
市
緑
化
推
進
協
力
会
、
一

子
、
結
械
玲
子
、
吉
岡
せ
つ
染
谷
繁
男
、
飯
田
定
秋
、
石
戸
我
孫
子
朗
読
の
会
、
我
郁
子
ロ
-

圃
働
喧
MM十
日
一
日
時
計
五
三

傍
白
勉
、
大
野
キ
イ
、
河
又
持
巴
、
深
山
実
、
村
田
浅
雄
、
波
温
ク
レ
マ
チ
ス
ア
1
ト
一
問
、
ポ
-

美

子

、

川

村

訓

子

‘

小

鴎

節

子

、

永

治

ン

虚

業

(

株

)

‘

博

報

盆

鎚

煉

保

一

は
す
立
川
市
計
十
九
幅
凶
間
凶
立
十
四
日
一
一
一
り
は
一

野
口
町
子
、
橋

本

骨

周

太

郎

、

早

川

植

本

啓

四

郎

、

海

老

原

博

、

問

ク

ラ

ブ

一

市
肝
i
m
p
i
M
A
u
l
詩
画
州
国
一

一

保

健

衛

生

功

労

一

浩

、

平

川

訓

男

、

増

田

義

二

、

村

副

引

叫

引

制

ぷ

一

伊
藤
洋
子
‘
尾
上
幼
子
、
香
取
上
清
・
矢
口
千
鶴
子
、
山
本
家
腕
、
口
一
二
三
、
野
口
浩
酒
井
滞
『

一

一

、

滝

田

稔

、

田

口

英

夫

、

竹

横

山

常

夫

子

、

林

由

郎

-

か
ら
松
戸
附
易
貌
判
所
に
共
有
物
剃
と
比

べ
、
4
6
6
台
同
地
加
に

平
成

2
年
第
2
回
市
験
会
定
例
会
ガ

6
月
刊
凶
日
か
ら
お
日
ま
で
の
刊
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
分
割
倒
停
の
申
し
立
て
が
な
さ
れ
、
な
り
ま
し
た
.
な
お
、
放
置
自
転

冒
頭
、
市
長
ガ
位
頂
自
の
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た

.4フ
回
は
、
こ
の
市
政
一
般
報
告
を
要
こ
れ
ま
で
3
囲
内
側
停
に
臨
み
ま
車
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
努

約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
損
案
は
、
市
墾
語
殴
の
股
置
及
び
管
理
に
闘
す
る
条
例
の
一
部
し
べ
市
で
は
、
一
貫
し
て
沼
町
力
し
て
い
き
ま
す
。

豊

富

嘗

市

民

(
1画
案
)
怠
ど

8m雪
上
程
さ
れ
、
継
続
審
査
と
な
っ
た
市
道
路
線
の
保
存
を
川
え
て
き
た
と
こ
ろ
、

3

ハ
仮
柿
》
西
部
福
祉

認

定

の

ほ

か

は

す

べ

て

可

決

さ

れ

ま

し

た

.

回

目

の

開

時

で

玲

憶

3
9
9
0
万

円

何

?

提

示

合

れ

ま

し

た

・

し

セ

ン

タ

ー

の

建

阻

市
民
か
ら
な
る
策
定
結
談
会
を
開
か
し
、
何
提
示
さ
れ
た
金
額
が
あ
ま
宏
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
地
成
稲

催
。
委
只
の
方
か
ば
的
意
見
を
基
り
に
も
高
額
で
、
具
体
性
に
欠
け
祉
セ
ン
タ
ー
の
彼
合
総
設
と
し
て

に
‘
助
役
を
長
と
す
る
策
定
本
部
て
い
る
た
め
、
詳
細
に
つ
い
て
再

お
よ
び
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
度
提
示
す
る
よ
う
要
望
し
ま
し
た
.

お
い
て
、
こ

2
1基
本

盟

。

我

孫

予

駅

祐

ロ

索
梁
づ
く
つ
を
E
K
ペ
亡
、

今
後
は
、

8
月

末

を

目

途

に

基

本

自

転

車

駐

車

揖

構
想
を
策
定
す
る
考
え
で
す
.

平
成
2
年
度
か
ら
‘
料
金
的
改

定、

早
朝
深
夜
の
利
用
時
聞
の
延

長
等
を
図
っ
て
き
ま
し
た
.
そ
の

結
果
、
利
用
状
況
に

つ
い
て
は
5

月
末
現
在
内
定
期
使
用
契
約
台
数

が
1
9
3
7
台
と
な
り
、
昨
年
同

マ
午
、
今
村
久
英
子
、
内
図
歌
子
、

出
陣
老
原
知
子
、
尾
井
川
ミ
ヨ
干
‘

大
井
励
子
、
大
野
木
抽
川
、
大
原
普

子
、
落
合
郁
、
加
藤
昭
江
、
河
村

静
子
、
桑
江
芳
子
、
小
池
三
郎
、

小
池
良
、
金
繰
、
酒
見
ト
ン
子
、

宍
倉
弘
子
、
須
賀
よ
ね
子
.
田
口

守
治
、
新
堀
博
、
平
同
県
防
市
也
、
本

多
ミ
サ
子
、
前
鶴
栄
子
、
松
岡
美

佐
子
、
松
島
芳
夫
.
宮
崎
悠
マ
巧

吉
田
澄
子

両
閣
鷹
市
川
明

香
焼
七
男
、
庄
司
信
夫
、
得
哲

也
、
鳥
居
要
、
盟
島
盟
、
成
自
問
渉
、

横
山
達
郎
、
天
野
義
友
、
石
井
靖
男
、

伊
野
佳
彦
、
今
関
敏
男
、
字
国
川

統
太
郎
、
大
久
保
タ
イ
子
‘
小
田

川
賞
、
小
織
山
成
男
、
川
崎
と
も
、

木
村
高
男
、
古
一
嶋
茂
、
佐
藤
美
小

豆
、
鈴
木
よ
り
子
、
川
明
白
光
夫
、

⑧

古

内

静

江
、
富
田
聴
司
、
矢
島
弘
、

る

献

安

井

一内
午
郎
、
機
山
紘
次
郎
、
吉

け
出
回
和
人
、
吉
野
英
紀
、
渡
辺
利
之

受

冨

り

を

繭

比
四
伊
岡
宮
崎
潤

h
t

荒
井
す
み
、
荒
井
賞
、
石
井
山

崎

伍

、
神
戸
和
子
、
篠
崎
思
議
内
鈴

か
木
し
ま
、
須
藤
ふ
み
子
、
回
日
新

制
蔵
、
田
中
】
説
、
中
村
八
重
、
成

鳩

山

正

倍

、
松
本
ハ
ツ
エ
、
向
笠
純

子
、
安
田
久
子
、
秋
山
栄
子
、
阿

1

j
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第二次基本計画の墾事
に着手

第
二
次
基
本
酎
圃

の

策

定

昭
和
白
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
市
の
基
本
計
画
は
.
B
年
聞
の

目
線
期
間
を
改
定
し
、

4
年
ご
と

に
見
直
し
を
行
う
体
系
と
な
っ
て

い
ま
す
。
第
一
次
基
本
計
画
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
な
行
政
の
確
立

を
図
る
こ
と
を
王
袈
な
ね
ら
い
と

し
て
策
定
。
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

第
一
次
越
本
計
画
的
田
原
と
す
る

計
画
行
政
的
確
立
と
事
務
事
業
の

進
捗
状
況
の
把
握
事
務
を
進
め
て

い
ま
す
.
こ
の
第
一
次
基
本
計
四

の
巡
妙
状
況
を
見
き
わ
め
た
う
え

で
、
第
二
次
基
本
計
画
の
策
定
的

基
本
方
針
を
限
立
し
、
計
画
的
策

定
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
創
生
事
鎌

市
の
ふ
る
さ
と
創
生
事
業
で
あ

る
(
仮
称
)
ふ
る
さ
と
手
賞
沼
ふ
れ

あ
い
計
画
に
つ
い
て
は
、

4
月
幻

自
に
市
機
会
時間
貝
、
学
微
経
験
者
、

部
・
務
を
進
め
て
お
り
‘
昨
年
か
ら

0
平
方
μ

引
の
叶
凶
で
す
.
今
後
円

今
年
に
か
け
て
は
、
用
地
買
収
を
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
別
法
的

は
じ
め
周
辺
自
治
会
と
の
話
し
合
運
用
適
正
化
措
置
が
5
月
初
日
か

い
や
地
質
調
査
等
走
行
っ
て
き
ま
句
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
県

し
た
。
現
在
‘
こ
れ
ら
の
事
務
事

的
指
持
を
仰
〈
と
と
も
に
関
係
織

業
の
な
か
で
Z
点
の
新
た
な
事
態
閣
と
協
議
を
進
め
な
が
ら
対
処
し

が
発
生
。

1
点
目
は
J
R
送
従
線
て
い
き
ま
す
。

的
機
能
一
f
平
成
3
年
中
に
停
止
J

都

市

齢

国

道

路

れ
る
見
通
し
で
あ
る
こ
と

Z
占
n

目
は
地
一
目
調
査
の
結
果
・
地
銀
仇

3
・

5
・

刊

号

線

の

盤

情

良
の
処
置
を
講
じ
る
必
要
が
生
じ
現
在
未
銀
備
と
な
っ

て
い
る
中

た
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
、
用
地
皐
新
国
か
ら
布
佐
ま
で
の
都
市
計

の
有
効
利
用
と
地
鉱
山
沈
下
等
に
よ
国
道
路
は
、
県
か
ら
本
年
度
内
用

る
影
切
を
最
少
阪
に
し
て
い
〈
こ
地
買
収
賛
同
予
算
惜
訟
が
さ
れ
た

と
か
ら
強
股
計
画
年
次
が
1
年
退

旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
市
と

れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
.
し
て
も
県
お
よ
び
土
地
改
良
区
と

目

立

精

機

大

規

償

后

必

按

な

迎

絡

を

図

1
.
全
面
的
に

協
力
し
て
し
き
ま
す

の

出

庖

届

出

新
木
駅
南
側
土
地
区

3
月
初
日
、
目
立
精
機
(株
)
を

建
物
懇
忠
告
と
し
、
(
株
)
イ
ト
i

画

盤

理

組

合

ガ

眼

立

ヲ
l
カ
堂
内
エ
ス
パ
を
核
テ
ナ
ン

2
月
に
県
知
事
に
対
し
、
郷
市

ト
と
す
る
(
仮
称
)あ
ぴ
子
ン
ヨ
ツ
計
画
事
業
新
木
駅
南
側
土
地
区
間

ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
の
大
規
模
小
先
庖
務
理
事
業
設
立
認
可
申
鰍
瞥
を
提

舗
の
出
庖
計
画
冊目
の
提
出
が
あ
り
出
。

6
月
1
日
に
我
孫
子
都
市
計

ま
し
た
.
概
裂
は
、
目
立
精
機
(
株
)
画
新
木
駅
南
側
土
地
区
画
鐙
理
組

が
ゴ
ル
フ
練
習
場
と
テ
ニ
ス
コ

l

合
と
し
て
殴
立
総
可
さ
れ
ま
し
た
.

ト
等
と
し
て
使
用
し
て
い
る
周
辺

2
年
皮
肉
事
業
と
し
て
は
、
主
に

に
、
敷
地
面
税
約
3
万
平
方

μ
向
型
蔵
文
化
財
の
発
倒
潤
筆
等
を
子

商
業
施
殺
を
建
設
す
る
と
い
う
も
定
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
は
、

の
で
、
底
舗
隙
地
下
l
階
、
地
上
組
合
に
対
し
早
期
精
工
を
目
指
し
、

5
階
、
庖
舗
面
積
約
2
方
5
0
0

積
極
的
な
指
噂
と
剤
師
的
な
助
成

一
一
三
社
会
福
祉
去
人
の
助
成
に
関
す
る

一一重

4
4
4
1
j
ノ

t

一
一
塁
条
例
の
制
定
な
ど
7
議
案
を
可
決

圏
市
集
会
施
設
の
段
置
及
び
管
理

我孫子駅北口自転車駐車場

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
線

戸
地
区
に
近
隣
セ

ン
タ
ー
を
設
置

し
、
そ
の
名
称
お
よ
び
位
也
を
定

的
、
条
文
円
盤
側
走
行
う
た
め

圏
字
の
区
域
及
び
そ
の
名
称
の
変

更
に
つ
い
て
中
峠
土
地
区
画
務

理
事
業
に
伴
う
換
地
処
か
券
行
う

に
あ
た
り
、
字
の
区
成
お
よ
び
そ

の
名
称
を
安
更
す
る
た
め

闇
市
社
会
福
祉
法
人
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
制
定
社
会
館
祉
法

人
に
対
し
助
成
を
行
う
た
め

古
利
損
沼
の
保
帯

2
月
に
mw
分
の
筋
肉
所
有
者
て

あ
る
(
株
)協
和
綜
合
開
発
研
究
所

を
行
ヮ
て
い
き
ま
す
.

306 

水

鎌

道

事

水
道
事
裁
は
、
平
成
2
年
度
を

初
年
度
と
し
、
日
年
度
ま
で
の
叩

か
年
を
目
途
に
抽
出
4
次
拡
似
事
業

的
思
可
中
間
を
し
て
き
ま
し
た
が
、

4
月
4
日
付
で
厚
生
省
よ
り
認
可

を
受
け
ま
し
た
.
今
後
は
、
財
政

計
画
並
び
に
事
業
執
行
間
画
等
を

M
M
m
m
し
な
が
ら
、
安
定
供
給
へ
の

推
進
を
図
り
ま
す
.

な
お
、
懸
案
と
な
っ
て
い
る
ゴ

ミ
焼
却
炉
、
天
王
台
駅
前
広
場
、

布
佐
平
和
台
地
区
内
集
会
場
問
題

に
つ
い
て
は
.
今
後
も
引
き
続
き

附
係
機
関
と
協
議
、
検
討
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
利
似
川
河
川
般
ゴ
ル
フ

場
建
般
に
つ
い
て
は
、
第
3
セ
ク

タ
ー
(
株
)
我
孫
子
・
取
手
環
境
笠

備
公
社
何
回
附
成
民
的
l
人
で
あ
る

取
手
市
長
が
、
連
般
を
断
念
す
る

と
の
話
を
硲
認
し
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
第
3
セ
ク
タ
ー
に
よ
る
組

設
が
困
雌
酷
で
あ
る
と
い
う
駁
忽
事

抽
出
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
市
と
し

て
も
今
後
円
利
根
川
河
川
敷
ゴ
ル

7
場
建
般
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
相
同
盟
に
協
議
し
、
検
問
し
て

い
き
ま
す
.

圏
工
事
筒
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て

つ
く
し
野
川
上
流
調
整
池
築

造
(
口
湖
)
工
事
の
飾
品H
契
約
を
締

結
す
る
た
め

園
名
誉
市
民
に
つ
い
て
加
瀬
完

氏

自

山

1
丁
目
7
番
6
号

渡
辺
藤
正
氏
自
山
2
丁
目
8

番
8
号
放
鈴
木
和
喜
氏
舟
1
丁
目

ω

番
幻
号
な
お
、
市
道
路
線
の
認
定
に
つ

い
て
は
継
続
審
査
と
な

q
ま
し
た
。
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独り暮らしのお年寄りも安心

= 、=。-裁j

ん
困
る
の
は
、
病
気
に
な
っ
た
時

や
事
政
等
に
あ
わ
れ
た
時
。
今
回

場
入
さ
れ
た
緊
急
刈
鍬
y
ス
テ
ム

は
、
こ
う
し
た
時
に
安
心
し
て
暮

ら
ぜ
る
よ
う
に
.
家
庭
と
消
防
本

部
を
結
ぶ
命
綱
と
し
て
開
発
さ
れ

ま
し
た
。

市
で
は
、
抽
出
り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
ゃ
障
害
者
な
ど
が
、
安

山
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
と
「
緊
急
通
綴
シ
ス
テ
ム
」
を
湾
入
・

6
月
お
目
、
消
防
本
部
で
記
怠
通
話
ガ
行
わ
れ
、
緊
急
通
報
シ

ス
テ
ム
ガ
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

u
高
齢
者
福
祉
課

1

一日M
齢
化
社
会
を
迎
え
、
本
市
で

も
げ
間
続
以
上
の
お
年
掛
り
は
9
5

0
0
人
.
そ
向
う
ち
仙
り
判
枯
ら
し

の
お
年
部
り
は
3
8
4
人
を
数
え

ま
す
。独
り
器
ら
し
の
お
年
舟
リ
や
隙

害
者
向
か
た
に
と

っ
て
‘
い
ち
ば

-
v
m
問

7
月
初
日
(
金
)
か
ら
8

月
幻
自
(
金
)

た
だ
L
.
8
月
2
自
(
ホ
)
を
除
く

V
時
間

①
午
前
日
時
か
り
川
時

②
正
午
か
句
午
後
2
時
③
午
後
Z

時

ω分
か
ら
4
時
泊
分

(
1
日

3

べ

設置者のひとリ宵木静子さん(天王台)と

le念通話する大井市長

ブ
ー
ル
マ
元
気
に
添
ご
ウ

問
い
合
わ
せ
・
体
育
課
岱
(
防
)
1
1
5
1

回
入
れ
替
え
制
)
③
専
用
貸
切
午

V
申

し

込

み

7
月
幻
日
(
土
)
ま

後

5

時

か

ら

7

時

で

に

所

定

的

用

紙

(

各

小

学

校

に

マ
渇
所

手
口
沼
公
閣
内

配

布

)
で
教
育
委
只
会
体
背
課
へ

V
料
金

子
供
(
中
学
生
含
む
)

曹
開
放
校
・
期
間

(土
山
目
的
午

印
円
、
大
人
1
0
0
円
、
専
用
貸
後
‘
日
川
崎
日
は
除
く
」

m
w
5
0
0
0
阿

ホ

8
月
6
目
。
N
日
‘
げ

日

我

黒
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
、
砧
凶
世
話
子
第

一
小

生
以
上
の
方
が
同
伴
の
こ
と
.

*

8
月
6
日
s
m
日
(
日
目
。
凶

-
E
E
F
'

日
は
除
く
)
布
佐
小

川
リ
晶
司
剖
伺
-
，
，
，

H
川

也

事

8
月
6
日
3
同
日

並
木
小

の
開
放

*
B

月

日

?

同

日

語

子

第

二
小
、
我
係
子
第
四
小
‘
高
野
山

V
利
用
で
き
る
団
体

P
T
A
、
小
、
岡
山
戸
小
、
新
木
小

子
供
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
間
(
い

*
8
月
9
E

i
m
日

我
孫
子
第

ず
れ
し
ザ
区
内
向
児
蛮
)

三
小

見
手ーで

君主
海-:，'{ゐ
化で
を::!?
考J

5 

小
学
枝
フ
l
ル

の
一
一
般
開
放

V
時
間

午
前
9
時
か
ら
正
午
、

午
後
l
時
か
ら
4
時

V
開
放
期
間

:<ri 
ヰ湖ヒ 湖北

4削

学校名
i主

ムロ 品c. ~t 
南 耳l 酉

8 8 8 8 
月 月 月 月 期
1 6 1 10 
18 日 17 日 19 日 19 日

間
日 日 日 日

L一ー一一

民
幼
児
お
よ
び
小
学
生
は
.
高
校

生
以
上
町
方
が
同
伴
町
、
』
と
。

F

『
手
賀
沼
浄
化
を
考
え

る
市
民
講
座
』

の
冊
子
を
配
布

.

こ
の
冊
子
は
、
昭
和
臼
年
U
・

M
M
月
に
行
政
と
市
民
が
手
間
H

沼
浄

化
に
つ
い
て
共
に
考
え
る
坊
と
し

て
開
催
さ
れ
た
「
乎
貿
沼
浄
化
を

考
え
る
市
民
鎌
座
」
の
論
械
鍬
で

す
@
手
賀
沼
町
現
状
を
専
門
家
が

ブ
ー
ル
監
視
闘

を
募
集

V
定

員

小

学
校
プ
ー
ル
H
各
校

3
名
(
一
般
開
放
伎
に
つ
い
て
は

5
名
)、
高
校
生
以
上

'
日
額

5
0
0
0
同
(
小
学
校

プ

ル

開
放
日
が
半
固
め
助
合
は

半
額
)

-
v
動
務
時
間
各
プ

l
ル
の
開
放

則
聞
で
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
.
た
だ
し
、
プ

1
ル
に
よ
っ

て
列
な
る
均
舎
が
あ
り
ま
す
・

-
v
申
し
込
み
居
座
特
に
第
I
希

望
校
、
m
z
希
望
伎
を
明
記
し
、

7
月
幻
自
(
土
)
ま
で
に
我
訴
子
1

6
B
4
教
育
委
民
会
体
育
糠
へ
持

参
し
て
く
だ
さ
い
.
な
お
、
各
伐

と
も
特
矧
俳
炎
の
う
え
‘
定
民
に

な
リ
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

綿
々
な
角
度
か
ら
分
析
し
た
.
い

わ
ば
手
賀
泊
浄
化
何
人
門
編
で
す
.

ま
た
、
沼
町
沖
化
に
こ
だ
わ
ら

ず
広
〈
手
賀
沼
を
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
格
姉
の
訟
で
す
.

配
布
部
数
5
0
0
締
(
無
料
}.

ご
希
望
の
方
は
環
境
保
全
謀
、

-
手
賀
沼
写
真

一
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展

ク
リ
ー
ン
手
貨
沼
推
進
協
機
会

で
は
毎
年
‘
手
筑
沼
を
題
材
に
し

た
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
.
こ

の
コ
ン
ク
ー
ル
的
優
秀
作
品
を
展

示
L
ま
す
.
四
季
折
々
の
楽
し
い

手
賞
沼
を
‘
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
.

V
日
程
・
場
所

*
7
月
例
日
(
火
)

t
m
目
(
日
)市
民
会
館
本
8
月
3

日
(
金
)
3

9
目
(
木
)
天
王
台
北
近

隙
セ
ン
タ
ー
*
8
月

ω日
(
金
)
l

H
日
(
火
)
布
佐
南
近
隣
セ
ン
タ
ー

曹
問
い
合
わ
せ
環
境
保
全
滅

谷おと
i-Z L1 キ・;/3 事再 . ‘ 

南Ef:手手:ポ砂キ:';.'( _，0: 
里中角地企 :ス 71<ス ;
2警護 7;タイナ;
?!流 ?E，|ムj
向山 v ~ 

頭 、Tt j展 '90: 
文鎌
字 ケ 町 M

E貝I也立八日調査に

協刀宮
-・唱・

‘ーー

そ
の
た
め
、
市
で
は
‘
天
王
台

地
区
町
現
地
立
入
り
鯛
去
を
行
い

綱
査
後
プ
レ
ー
ト
板
の
取
り
付
け

や
交
換
を
行
う
予
定
で
す
.

曹
関
査
区
域

天
王
台
一
丁
目
か

ら
六
丁
目

-
v
閥
査
期
間

8
月
川
臼
(
土
)
ま

て-
v
開
査
事
項
川
住
居
表
示
台
械

と
現
地
内
家
康
と
の
位
置
の
照
合

間
各
拍
車置
示
板
的
状
況

ω事
業

所
、
ア
パ

ー
ト
等
の
名
林
お
よ
び

居
住
者
姓
名
町
雌
惚

V
開
査
盛
岡

市
内
戦
貝
ま
た
は
市

内
委
託
業
者
(
不
審
な
引
が
あ
り

ま
し
た
ら
身
分
証
明
書
の
提
示
を

求
め
て
く
だ
さ
い

)

V
問
い
合
わ
せ
コ

ミ
ュ

ニ
テ
ィ

燦
住
居
波
示
係
(
内
線
2
1

8
}

307 

(3) 199007.16 

7
月
初
日

市
民
フ
l
ル

オ
ー
ブ
ン

手
賀
沼
を

こ
の
ン
ス
テ
ム
は
、
独
り
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
が
家
庭
で
病
気
や
一

船

上

視

察

一

本
位
等
的
緊
急
車
帥
間
に
あ
っ
た
際
、

胸
に
つ
け
た
無
線
型
ペ

ン
ダ
ン
ト

手

賀

泊

の品
開
化
は
市
民
的
松
山明

日
写
真
H
か
也
儲
機
に
つ
い
た
リ
で
あ
り
、
早
急
の
対
策
が出
血
ま
れ

そ

l
ト
ス
イ
y
チ
を
押

す

と

泊

ま
す
。
石
け
ん
利
用
推
逝
協
抽相
会

防
本
部
指
令
室
と
也
防
回
線
で
自
で
は
、
石
け
ん
利
用
キ
ャ
ン
ペ

l

動
的
に
つ
む
が
り
・
消
防
本
飾
的

ン
の

一
環
と
し
て
、
船
に
よ
る
乎

受
信
畿
置
に
発
他
者
氏
名
、
住
所
、
知
沼
の
視
察
走
行
い
ま
す
.

電
筒
番
号
、
病
名
‘
血
液
型
な
ど
参
加
は
無
料
。
お
気
軽
に
ご
参

が
画
面
に
波
示
さ
れ
ま
す
.
連
絡
加
〈
だ
さ
い
.

を
受
け
た
消
防
本
部
は
発
情
者
に

マ

日

時

第
l
回
7
月
幻
自
(
金
)

呼
び
か
け
を
行
い
、
状
況
に
よ
っ
鱗
2
回
8
月
B
日
(
水
)
い
ず
れ
も

て
は
‘
救
急
車
が
出
動
し
ま
す
.
午
前
叩
時
か
ら
正
午

今
回
政
置
さ
れ
た
の
は
、

ω徴
。

-
v
集
合
中
央
公
民
館
会
側
室

市
で
は
H

雌
も
が
謀
ら
し
や
す
い

V
定
員

各
回
初
名
(
先
端
順
)

断
、
あ
び
こ
々
を
目
指
し
、
米
年

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

電

度
以
降
も
杭
回
目
的
に
導
入
し
て

い

穏

で

市
民
生
活
課
(
内
線
3
2
9
)

〈
予
定
で
す
L

へ

zzz==一三一==z=z三===
-Ez--E証言
一三
==-25-====Z
E--
ZE--2一-===三22EE---2恒三
一==亘書一三
=Ez--一===三三三三量一主主君主====一
====三宝=EE--===
==一三===三主
主主三雲三一言====一====三====三一
三三
一=-=====-z一-z--==霊
一=-EEZE====一=z==喜一
-ZEE-三三Z
ZEE--22=====圭
一

夫
王
台
地
区
は
、
住
居
表
示

制
度
を
実
施
し
て
か
ら
ぬ
年
を

経
過
し
、
町
名
表
示
板
や
住
居

番
号
袋
示
綴
の
破
川
酬
や
脱
落
、

老
朽
化
が
生
じ
て
い
ま
す。

を
取
っ
た
も
の
。
手
穴
沼
町
沖
化

さ
ら
に
人
聞
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
ω
水
w
を
テ
i
?
に
ポ
ス
タ

ー
展
が
間
協
さ
れ
ま
す
・

マ
日
時
7
月
剖
日
(
火
)
か
ら
お

日
(
日
)
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時

(
M
日
は
午
後
1
時
か
ら
)

V
場

所

市

民
会
館
大
会
議
室

V
問
い
合
わ
せ

環
呪
保
全
謙

F，~ヨE云蚤l iJ.l区ヨI E:li.ヨEじ多号室ðL~~'官許垣a陸軍門櫨討4

医
療
費
の
内
容
を
通
知
し
ま
す

市
で
は、

回
民
健
版
保
険
制
度

内
健
全
な
運
営
を
悩
る
た
め
、
受

診
さ
れ
た
方
に
年
4
園
、
医
山棺必

知
を
行
い
ま
す
.
(
左
後
参
照
)

通
知
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
内

官
官
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
.
(
老
人

保
鑓
法
的
舷
当
者
を
除
く
)

な
お
、

医
療
問
通
知
は
受
給
仰

マ通知時期と通知診療月

墜曹nる E温れs E 通知崎岡 1/ 
平成 1月2成;~ 7 

旬円j 園
同2年2 I年t 

且

3斗at' 
10 2 

5 月 2 占
圃

11 I年 自

月6'白l' 1 平成 s 
8 I 2 1H t，j 年3 圃
月 'f 目

月9 平ht 32 4 

11 I 2 4hj 3 回
H 竿 年 目 l
」 一 - 1 

制
が
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
必

要
な
と
き
は
十
分
な
治
療
を
受
け
、

早
期
発
見
、
早
期
治
療
を
心
掛
け

て
い

た
だ
〈
と
と
も
に
、
正
し
い

保
険
診
療
を
お
願
い
し
ま
す
.

'
v
通
知
の
内
容

ω受
診
年
月

ω受
鈴
者
名

ω鈴
療
区
分
(
入

院

通
院
品
問
料
開
削
)
川
受

診
回
数
伺
医
療
費
総
額

揖
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
‘
函
保
年
金
隈
給
付
係

(内
線

3
2
4
、
3
2
5
)

へ
お
断
い
し

ま
す
.
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我
孫
子
の
夏
の
お
と
ず
れ
を
告
げ
る
八
坂
神
社
の

祭
礼
と
湖
北
祭
り
が
、

7
月
引
日
(
土
)
、

na(日

の

2
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
、
八

-v
車
両
通
行
止

さ
'
'
月
幻
自
(
土
)
③
1
③

(
手

口
沼
公
凶
通
り
)
正
午
か
ら
午
後

山
時-TJ月
n日
(臼
)

①
t
③
(
手

賀
沼
公
間
通
り
)
③

s宮
駅
前

通
り
)・

@
t⑦
(
香
取
鹿
旅
館
S

鈴
木
屋
本
応
的
)
午
前
9
時
初
分

か
ら
午
後

m時
⑦

1
@
(
鈴
木

屋
本
庖
l
消
防
桜
脇
交
差
点
)
正

午
か

勺
午
後
4
時、

@ZB⑤
(
香

取
鼠
旅
館
1
第
四
小
学
校
前
)
午

坂
神
社
の
み
こ
し
が
半
世
紀
ぶ
り
に
修
復
さ
れ
、
祭

礼
に
花
を
添
え
ま
す
。
ま
た
、
湖
北
で
は
、
駅
周
辺

が
祭
リ
一
色
に
。

な

お
、

祭
り

の

期

間

中
、

次

の
と

し
ま
す
。

お
り
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

ー
市

民

生

活

課

・

我

孫

子

警

察

署

1

一一色=(!j.¥ It，j 第785号

由
、
そ
の
他
は
通
品
運
行

本

7
月
幻
自
(
日
)
市
役
所
後
由

は
全
面
運
休
、
そ
の
他
的
路
線
は

午
前
9
時
却
分
か
ら
午
後

ω時
ま

で、

す
べ
て
東
我
弘
子
市
平
山
岨
発
活

に
て
運
行

同
協

6
時
回
分
か
ら
7
時
加
分
、
午
〈
関
東
パ
ス
〉

後
7
時
刊
分
か
ら
8
時
問
分

*
7
月
引
回
(土
)

通
常
連
行

出
た
だ

L
.
国
道
3
5
6
号
線
と

*
7
月
間
“
日
(
日
)
午
前
9
時
ぬ

駅
前
通
り
は
、
午
後
0
時
ぬ
分
か
分
か
ら
午
後
叩
時
ま
で
は
鈴
木
屋

ら
Z
時
犯
分
ま
で
通
行
可
能
本
庖
前
発
稽
と
な
り
、
ロ
時
日
分

v
一
方
通
待

発
、
九
日
時
刊
分
発
、

M
時
特
分
発

*
7
月

η
日
(日
)

①
1
①
(
香
は
巡
休

取
底
的叩館
1
ゲ

ト

ボ

1
ル
場
前
)

午
前
9
時
羽
分
か
ら
午
後
叩
時

V
車
両
進
入
禁
止

*
7
月

n日
(
日
)
@
(
ゲ

l
ト

ポ
ー
ル
場
前
)
午
前
9
時
ぬ
分
S

午
後

ω時

'v
パ
ス
週
行

〈
阪
東
パ
ス
V

*
7
月
引
日
(
土
)
市
役
所
経
由

は
午
前
日
時
初
分
以
降
綿
-
小
山
旺

み

こ

し

の

姐

ぎ

手

募

集

半
世
紀
ぶ
り
に
は
附
視
さ
れ
た
み

こ
し
の
担
害
手
を
募
集
し
ま
す
。

v
日
時

7
月
幻
自
(
日
)
午
前

ω

時
か
ら
午
後
9
時
鈎
分

V
岨咽
所
我
郁
子
駅
前
八
坂
神
社

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

刊

日
(
木
)
ま
で
に
氾
焔
で
砥
上
告

(
位

)
5
5
6
2
へ

V
車
両
通
行
止

さ
''
月
幻
自
(
土
)・

n日
(日
)

①
1
@
i
⑤
午
後
4
時
か
ら
問
時

ぽ

7
1
6
d
a
i
m
f
c

一

)

品

市

議

開

£

1

剥
村
一川

罰
日
当
川町

J

あ
J

好

評

頒

布

中

我
孫
子
市
史
終
能
的
第
8

感
銘
を
う
け
た
と
い
わ
れ
る
も
の
現
代
の
固
で
現
地
問
悲
し
て
ま
と

附
目
、

「あ

び

こ

版

新

制

利

で

す

。

め

あ

げ

た

も

の

で

す

。

恨
川
図
志
』
が
刊
行
さ
れ
て

『

利
関
川
園
志
」
は
安
政
五
年
本
の
上
段
に
は
原
本
的
写
真
、

い
ま
す
。

(
1
8
5
6
)
に
初
版
本
が
発
刊
下
段
に
は
解
説
文
が
拘
服
さ
れ
、

「
利
山
山
川
凶
志
」
は
和
佐
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
‘示
日
一
近
世
か
ら
現
代
へ
の
変
わ
り
ょ
う

対
岸
町
茨
城
県
利
限
町
に
住
自
身
内
政
慾
印
と
蔽
雛
の
怠
き
入
も
文
京
や
写
真
で
知
る
こ
と
が
で

ん
で
い
た
亦
紛
川市
D

(
1
8

れ
の
あ
る
も
の
が
縦
総
さ
れ
、
二
き
ま
す
。
市
内
協
力
省
庖
.
市
史

O
G
-
-
8
6
2
)
が
新
し
の
本
を
岡
山
本
に
利
恨
川
沿
郎
各
地
樹
さ
ん
室
で
頒
布
中
。

(
B
5
判

た
も
の
で
民
俗
学
内
父
州
国

2
1
5
か
所
の
名
所
史
跡
を
、
我

3
0
4
-H
1
5
0
0
阿
)

図
男
も
布
川
に
住
ん
で
い
た
孫
子
市
史
研
究
セ
ン
タ
ー
会
貝
を

V
問
い
合
わ
せ

市
史
編
さ
ん
室

少
年
時
代
に
校
A
、
大
い
に
中
心
と
し
て
約
叩
人
的
若
者
が
、
包
(
防
)
2
4
8
I

V
自
転
車
の
移
動
初
日
(
金
)
よ

り
自
転
耶
は
仮
股
駐
車
場
へ
駐
車

し
て
く
だ
さ
い
.

V
つ
つ
じ
荘
利
用
者
へ
祭
り
期

間
中
つ
つ
じ
荘
内
送
迎
パ
ス
は
、

運
行
時
間
に
変
吏
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
発
増
が
湖
北
駅
南
口
に
な
り

ま
す
.

国
勢
調
査

今
年
叩
月
l
日
‘
全
国

一
斉

に
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

第 1種

大規模小売応舗出底計画

の合同説明会を開催

V
日
程

7
月

n日
(
日
)
利
回
叫
川

沿
い
水
田
、
ね
日
(
月
)
乎
貿
沼
沿

い
水
田

V
時
間

午
前
4
時
間
山
分
か
ら
9

時
頃
ま
で
(
雨
天
、
後
回
間
的
場
合

は
順
延
)

な
お
.
散
布
中
、
散
布
後
に
は
、

次
の
こ
と
に
十
分
注
窓
す
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

踊
散
布
区
域
水
田
内
に
立
ち
入
ら

市
で
は
次
的
地
械
を
問
責
で
き
る

調
査
貝
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
性

別
年
齢
は
不
問
。
な
お
、
他
的

地
域
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

V
閥
査
地
峨
及
び
定
員
恨
戸
・

台
困
地
域
防
名
、
白
山
・
本
町
地

域
5
名
、
舟
2
丁
目
5
名
、
天
王

台

・
東
我
孫
子
地
城
山
名
、
中
的

古
戸
地
域
叩
名

V
閥
査
期
間

9
月
お
日
(
日
)
か

集

8月31日まで夏の防犯運動を実施
点施策 1 棄物盗・聾上ねらいの防止

2. ~宝犯罪の防止 3 少年流行の防広

4 暴力迷怒行為の防Jl:
砂問い合わせ我孫子筆療響fi(82)0110

ら

ω月
7
日
(
日
)
ま
で

V
悶
査
世
帯
数

1
鱗
査
区
平

均
印
世
帯

守
内
容

国
勢
絢
査
黙
の
配
布
.

悶
収
等

-v
報

酬

約

3
万
8
0
0
0
向

(胸
査
世
幣
数
に
よ
り
前
後
し

ま
す
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

文
瞥
煤
統
計
係
企
(
町
山
)
1
1
1

1
(
内
線
2
2
9
)

ニ
の
合
同
説
明
会
は
、
大
規
模

b
E

、h
E長
官

也

又

土

田

何

千

ド

、

小
売
広
舗
法
的
運
用
に
係
る
閣
の

q
A
I
A
H業
翌

日

一

旬

、

χ'pt

持
古
川
特
別

化
資
金
の
ご
利
用
を

内
容
を
知
っ
て
い
た
だ
〈
た
め
に
中
小
企
業
股
備
近
代
化
資
金
は
、

る
企
業
.

開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。
今
回
は
、
中
小
企
業
向
皆
織
が
経
営
合
理
化

'
貸
付
額

股
備
価
俗
的
2
分
の

3
庖
舗
の
出
底
計
画
的
説
明
を
行
の
た
め
の
機
械
・
設
備
を
近
代
化

1
以
内
で、

3
0
0
0
万
円
以
下

い

ま

す

。

し

よ

う

と

す

る

と

き

、

県

が

縫

嵩

'
利
子

無
利
子

V
開
催
日

7
月
初
日
(
金
)
診
断
を
行
っ
て
、
直
按
、
長
期

E

V

返
済
方
法

1
年
据
置
き

4

V
大
規
機
小
売
盾
舗
名
と
時
間

無
利
子
の
資
金
を
融
資
す
る
例
皮
年
幼
等
返
繍

川
ピ
ソ
ク
コ
パ
ヤ

y
布
佐
庖
午
後
で
す
。

V
保
恒
人
個
人
2
入
、
法
人
3

1
時
か
ら
1
時

ω分
、
同
ピ
パ
ホ

マ
対
象
企
織
図
的
指
定
す
る
機
人

ー
ム
セ
ン
タ
ー
我
孫
子
庖
午
後
1

械
金
印
刷
工
業
、
軽
工
業
、
繊
維
工

V
申
し
込
み
東
諸
支
庁
商
工
労

時
お
分
か
ら
2
時

ω分
、
川
(
仮
梨
、
牒
林
水
腹
紫
、
鉱
業
、
小
売
政
際
(
倣
資
鎖
1
0
0
0
万
以
上

新
)
あ
び
こ
シ
ヨ

y
ピ
ン
グ
プ
ラ

業
、
そ
吋
他
の
業
種
に
属
す
る
企
は
県
庁
金
融
課
で
も
可
)

ザ
午
後
2
時
日
分
か
ら
3
昨
日
分
撲
で
県
内
に
事
業
所
が
あ
リ
現

V
問
い
合
わ
せ

県
庁
金
敵
視
S

V
渇
所
市
民
会
館
大
会
綴
室
在
的
事
撲
を
1
年
以
上
行
っ

て
い

0
4
7
2
(
幻
)
2
7
1
3

V
問
い
合
わ
せ

我

孫

子

市

商

工

れ
U
Y

会
包

(

m

M

)

3

1

3

1

ι

c

ι

¥
九
1
3
4
h
d暗
'
九
川
川
d
a
J
3
4
4
h
d哩
噌
司
唱
3
W
3
1
1
4

⑨一一一一本元一回

-
E
E↑いい-民主品

暴
力
団
追
放
に
つ
い
て
日
頃
考

え
て
い
る
こ
と
、
ま
た
県
暴
力
団

追
政
県
民
会
僚
に
期
待
し
た
い
こ

と
な
ど
を
、

栂
際
に
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。

V
応
募
規
定
官
製

ハ
ガ
キ
に
応

謀
作
品
と
住
所
.
氏
名
、
年齢問、

職
業
ま
た
は
学
校
名
、
電
隠
番
号

を
明
句
作
品
は
自
作
未
発
衰
の

も
の
に
限
り
ま
す
。
応
募
占
.
数
は

な
い
て
く
だ
さ
い
。

出
散
布
区
域
隣
接
の
家
康
は
、

散
布
中
戸
を
閉
め
て
く
だ
さ
い

出
洗
沼
物
な
ど
は
‘
散
布
終
了

後
に
干
し
て
く
だ
さ
い
。

掛
散
歩
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
は

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い。

出
万
一
息
等
に
か
か
り
ま
し
た

ら
す
ぐ
洗
車
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
問
い
合
わ
せ
牒
政
淑

ハ
が
キ

一
枚
に
つ
き
5
占
'
以
内
。

な
お
、
応
募
作
品
の
著
作
怖
は
主

悩
者
に
帰
属
し
、
作
品
の
返
却
は

し
ま
せ
ん
。

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

8

月
幻
自
(
金
‘
消
印
布
効
)
ま
で
に

千
黍
巾
中
央
4
の
日
向
7
千
葉
県

酒
造
会
館
l
F
(
財
)
干
山
県
県
暴
力

団
追
放
県
民
会
総
8
0
4
7
2

(日

)
8
9
3
0
へ
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第785雪

⑧ ~Iま〈も私宅陶書家
(休)

~@(少年少女工作教室〉

一一、=。-d露j

軍

「
少
年
少
女
工
作
教
室
L

は、

今
年
で

6
回
目
。

M

陶
芸
H

巳
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
夏
休
み
の
楽
し
い
思

い
出
の
ひ
と
こ
ま
を
花
甑
や
人
形

づ
く
り
で
過
ご
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

h
v
昨
年
の
工
作
教
室
で
魚
心

に
取
り
く
む
子
供
た
ち

-
v
対
象
小
学
校
4
年
生
以
上
中

学
生
守
募
集
人
員
ぬ
名

(
先
端
順

定
只
に
な
り
次
第
締
め
切
り
)

V
参
加
費
1
人
1
0
0
0
同

(
材
料
代
)

マ
場
所
身
体
障
害
者
街
祉
セ

ン

タ
ー
(
新
木
1
6
3
7
)

曹
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
応
募
者
向
住
所
-
氏
名
・

電
話
番
号
・
在
籍
学
校
名
・
学
年
・

保
鰻
者
氏
名
及
び
「
工
作
教
室
参

加
希
望
」
と
明
記
し
教
育
委
員
会

社
会
教
育
疎
背
少
年
係
(
我
孫
子

1
6
8
4
g
(
阻む
1
1
5
1
)
へ

市民図書館

おた併しみ会

‘ 工作
作i雲
仙 l 白
川 程

付

鑑賞、 E51

内容

相l

和i

ザ間i
午前 午後
9 : 30-3 : 00 

午後
1 : 00-4 : 00 

午前 午後
9 : 30-3 : 00 

午前
9 : 30-正午

8月6日開

8月7日(刈

程日

自
分
遣
の
街
は
自
分
遣
の
手
で

同
年
余
円
歳
月
を
裂
し
た
が
、
長
年
、
組
合
準
備
会
の
会
長
を

6
月
1
目
、
新
木
駅
南
側
土
地
区
務
的
、
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し

画
艶
理
事
裁
が
県
知
事
か
ら
認
可
て
き
た
小
池
さ
ん
。
正
式
に
組
合

さ

れ

た

.

が

役

立

さ

れ

て

「

地

元

町

皆

さ

ん

、

こ
の
事
業
は
、
区
図
鑑
理
区
娘
市
、
関
係
者
向
ご
尽
力
の
お
か
げ

内
の
土
地
内
情
利
者
7
0
9
名
に
る
ん
で
す
。
こ
れ
で
や
っ
と
ひ
と

よ
る
組
合
で
進
め
ら
れ
る
・
7
月

つ
日
川
町
荷
が
お
り
ま
し
た
」
と
話

4
日
に
は
権
利
者
が
集
ま
り
組
合
す
。

股
立
総
会
が
行
わ
れ
、
理
事
同
名
、

幹
事
3
名
を
選
出
.
組
合
の
理
事

長
に
就
任
し
た
の
が
‘
小
池
袋
さ

ん。
「
い
よ
い
よ
、
本
格
的
事
業
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
都
心
に
近

く
環
没
も
良
〈
郊
外
住
宅
地
と
し

て
、
よ
う
や
く
限
的
自
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
快
適
で
住
み
良

い
魅
力
あ
る
街
に
し
た
い
ん
で
す
」

と
熱
っ
ぽ
く
諮
っ
た
。

(5) 1990. 7. 16 

r
R成
回
線
新
木
駅
町
南
側
に

広
が
る
笥
・
6
口
、
大
半
が
農
地

で
・
そ
円
他
山
林
、
原
町
と
な
っ

て
い
る
。
市
内
で
は
‘
根
戸
・
布

佐
酉
町
と
す
で
に
組
合
施
行
で
行

っ
て
き
た
が
、
こ
れ
だ
け
の
大
規

懐
な
事
業
は
他
に
例
を
み
な
い
。

こ
の
地
区
内
の
計
画
人
口
は
‘

新木駅南側土地区画整理

組合理事長に就任した
いけ Uじめ

小池 肇さん
(新木)

5
6
0
0
人
.
駅
前
交
通
広
場
、

歩
行
者
専
用
道
路
な
ど
人
と
車

内
安
全
性
的
確
保
、
子
ど
も
た

ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公
園
、

下
水
道
な
ど
公
共
施
設
を
盤
側
、

将
来
的
新
木
駅
備
よ
架
を
ふ
く

め
、
快
適
で
住
み
良
い
街
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
.

「
で
き
る
だ
け
早
い
時
期
に

起
工
式
疹
行
い
た
い
・
私
的
役

目
は
こ
れ
か
ら
で
す
」

工
期
は
平
成
7
年
3
月
訂
日

ま
で
。
こ
れ
を
目
標
に
「
1
日

も
早
〈
完
成
さ
せ
た
い
」
と
事

業
向
早
期
実
現
に
む
け
て
意
欲

満
身
に
抱
負
を
悟
っ
た
。

趣
味
は
読
書
・
市
牒
業
委
貝
、

手
賀
沼
ヰ
地
改
良
区
役
只
を
務

め
る
。
日
成
.

*~ 8月17日ω

8月30日付4

目、
占

eだ〈
子
、

、
おへ場

A

霊媒直WU
 

4
歳
か
ら

ω歳
く
ら
い
ま
で

の
。
ち
び
っ
こ
'
集
ま
れ
/

市
民
図
脅
館
で
は
、
子
ど
も

た
ち
に
殺
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
次
的

日
程
で

「
お
た
の
し
み
会
」
を

閥
他
し
ま
す
。
(
入
場
無
料
)

V
問
い
合
わ
せ
市
民
図
書
館

公
(
剖

)
1
1
1
0

容

告
の

f
噌

J
t

k
し

テ

F
し

州

た

ン

か

う

れ

'
'
わ
ワ
は
な
-4

6
「

「

後

~

後

時

午

分

分

午

3

目

初

日

目

~

国

時

時

回

時

分

1

1

2

2

3

6

 

50名

五
?
六
月
の
道
端
や
林
の
絡
で

は
、
樹
木
に
絡
み
付
い
た
ス
イ
カ

ず〈
ラ
の
花
が
人
目
を
引
い
て
い
た
。

二
つ
ず
つ
並
ん
だ
筒
状
的
花
町

先
端
は
、
ロ
を
聞
い
た
よ
う
に
大

き
く
削
れ
、
五
本
の
お
し
べ
と
.

一
本
の
め
し
べ
と
が
突
き
出
て
い

て
お
も
し
ろ
い
。

花
に
は
甘
い
香
り
が
潔
い
、
夜

に
な
る
と
一
段
と
強
ま
る
の
で
燃

が
集
ま
り
、
受
粉
の
仲
立
ち
を
す

る。

へ
牒
J

豊
か
な
自
然
の
中
亡

一
単
品
開
一

(
釧
」
ふ
れ
-
あ
い
キ
ャ
ン
プ

新
し
い
仲
間
と
い
ろ
い
ろ
な
体

験
を
し
主
ヲ

l
そ
し
て
自
分
を
鍛

、
え
ト
令
ヲ
/

，・・ ・e 

E圏@@白山

H
織
り
ま
す
H

V
有
料
で
*
ス
テ
ン
レ
ス
浴
槽

〈
河
井
含
(
位
)
7
6
4
3
v

v無
料
で
*
折
。
た
た
み
二
段

ベ
ソ
ド
〈
岡
野
宮
(
目
別
)
2
2
2

1
v
*
和
文
7
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

〈
深
山
台
(
回
)
6
0
4
4
V

内II~ 時定員

80名

50名

場所

湖北台団地
中央集会所

布佐分館
第 l会議室

市民会館
第4.5会議室

経

7月24日{却

7月26日的

日V
日
時
9
月
幻
日
(
木
)
か
ら
ぬ

日
(
土
)
2
泊
3
日

V
場
所
茨
城
県
水
海
道
市
あ
す

な
ろ
の
里

V
対
象
市
内
町
長
期
欠
席
児
章

生
徒
(
小
学
4
・
5
6
年
生
及

び
中
学
生
)

V
参
加
費
無
料

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
庁
キ
に
参
加
者
向
住
所
・
氏
名
、

性
別
、
帯
地
際
番
号
、
学
校
名
、
学

年
、
保
積
者
名
を
明
記
し
、
8
月

6
日
(
月
)
ま
で
に
我
孫
子
1
6
8

4
教
育
委
只
会
指
導
線
含
(
邸
)
1

1
5
1
へ

叫
副

唾画

7月U日[封

砲火を安盆E;:LP

に楽レおために

H
細
っ
て
く
だ
さ
い

H

*
ポ
ー
タ
ブ
ル
レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー

ヤ
ー
(
沌
回
転
付
)
〈
商
情
念

(
剖

)
3
6
7
0
〉
*
エ
レ
ク
卜

l
ン
〈
吉
田
宮
(
邸
)
0
1
4
4
v

*ロ

y
ク
ミ
Y

ン

今

村

宮
(
回
)

3
0
6
6
v
 

V
申
し
込
み
各
連
絡
先
へ
直
接

電
路
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
コ

l
十
l
ぬ
械
は
、
市
民
生
活
課
で

屯
慌
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
諜
消

資
生
活
係
宮
(
邸
)
1
1
1
1
(
内

線
・
3
2
9
)

スイ掬ズヲ
(すいかずら科)

も
う
す
ぐ
夏
休
み
。
税
子
、
友

人
達
と
花
火
を
図
ん
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
ご
す
の
も
良
い
思
い

出
で
す
ね
。
最
近
内
花
火
は

m矧

も
多
く
大
型
化

Lτ
お
り
、
危
険

む
増
加
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
花
火
を
安
全

に
殺
し
む
た
め
町
注
意
を
お
桔
し

し
ま
し
ょ
‘
つ
。

川
事
前
準
備
を
し
っ
庁
り
と

必
ず
大
人
が
つ
き
そ
い
、
バ
ケ

ツ
を
用
意
し
、
燃
え
や
す
い
物
が

払
い
か
を
雌
認
し
ま
し
ょ

1

ω「
注
意
書
」
を
よ
〈
読
み
、
正
し

い
使
い
方
を

削
っ
た
ぬ
い
方
を
し
て
大
け
が

ス
イ
カ
ズ
ラ
と
い
う
名
は
、

花
内
奥
に
あ
る
貨
を
子
供
述
が

好
ん
で
吸
う
と
、
』
ろ
か
ら
付
い

た
ら
し
い
。

花
め
色
は
初
め
が
白
で
‘
後

に
黄
色
に
変
わ
る
の
で
白
や
賞

色
町
花
が
混
じ
っ
て
咲
き
、
金

銀
花
の
名
が
あ
る
.

ま
た
、
ス
イ
カ
ズ
ラ
は
常
緑

町
つ
る
草
で
、
冬
で
も
撲
が
枯

‘Aど
A
q

れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
「
忍
冬
』

の
名
も
あ
る
。

花
や
業
に
は
薬
の
作
用
が
あ

り
、
利
尿
、
解
毒
、
殺
菌
議
等

に
用
い
ら
れ
る
.

ま
た
、
花
の
芳
香
成
分
か
ら

は
‘
香
水
が
作
ら
れ
、
若
い
業

は
乾
織
し
て
忍
冬
茶
と
し
た
り
‘

茎
、
灘
、
花
な
ど
は
酒
に
授
し

て
厄
冬
掴
と
す
る
。

(
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
)
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里
合
ク

証

叫

間

一
に

一

面

劃

畑

山

窓

瓦

マ

3

・一塁

Mm一
検
た

一合一

E
E
全
し

「
「
」
い
ほ

安

格

を
し
な
い
た
め
.に
も
、
住
窓
書
は

必
ず
銑
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
.
途

中
で
火
が
消
え
て
も
、
簡
を
の
ぞ

か
な
い
.
消
え
た
と
思
っ
た
ら
怠

に
火
花
が
噴
き
出
し
れ
ん
り
と
大
変

危
険
で
す
勾

ω小
卓
い
花
火
も
慎
量
に

線
香
花
火
で
も
火
花
が
少
し
椛

ん
だ
だ
け
で
も
、
ひ
と
い
や
け
ど

を
し
ま
す
。
現
在
市
販
さ
れ
て
い

る
花
火
に
は
、
ほ
と
ん
ど
に
S
F

7
1
7
が
つ
い
て
い
ま
す
。

こ
の
7
1
7
は
‘
日
本
煙
火
協

会
が
安
全
基
場
を
つ
く
り
、
合
絡

し
た
花
火
に
つ
け
ら
れ
ま
す
。
ニ

の
7
1
7
的
欠
陥
事
散
に
対
し
て

は
‘
市
中
政
が
お
き
た
ら
花
火
の
残

リ
の
部
分
、
焼
け
た
衣
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|平和大行進l
'日時 7周23日〈周〉午前9筒湖

北駅鏡台、午後4筒30分伯市布~

近陽センター着後伯実行蚕員会へ

引き継ぎ解叡

惨問い合わぜ飯島宮(87)ω刊
.第7固‘自然はともだちわた
しのl然観寮路コンクール'

み芯さんガいつも遜んだり、観

察している自然の小過を総地図に

して敏えてください。

砂応募資格小中 高t主主

惨締め切り 9月20日〈本〉

詳しくは、(財)国立公也協会o03

〈切2)0488へ

⑩⑧⑪⑧⑧  
。我孫予さっき会僚から障害笥信

祉にとオ万3収氾同の吉宮町刀ありま

しだ。

。パチンコフラミンゴ儀(つくレ

野〉から簡易マザズホーム「ひ

まわり慣にとブロックひも過しの

寄贈ガありましだ。

。市民の万く唐名〉ガう陥害者の疋

めにとサ万円のE宮町ガありましだ。

。表干家倦山宗江社中織ガら託金

渇他施股堕備基金にと6万円の寄

何ガありました。

。プDゴルフ戸一通老原清治僚か

ら社会福祉施主量聖書簡基金にとチ叩

リティーゴルフ大会の収益金5万

円の寄何ガありましだ。

。在宅サービスグループまどか憎

から福池の定めにと1万920円の

望書何ガありましだ。

。七宝焼グループ虹織から祉会遇

制I胞設盤備基金にと6万同の富宮町

がありましだ。

7. 16 (6) 

胞の縛物館特別企画展

『巨腐の歩んだ道HートIIJ

期間 :7月24日〈火)から

10月28日〈日}まで

開館以来、鱈解の符号j企画

展「巨鳥の歩んだ道J をさら

に充実させ、rHートIIJ とし
て開催します。

ご期筒ください.

惨問い合わせ烏の博物館

ft(85)2212 

1990 

|トレース中級講習受講生i
'日時フ月218(土〉、 22(日〉午

前9時から午後4時

惨宿所 我孫子高等僚的碍門限

砂定員 208(完租願、燃料〕

砂申し込み間川合わゼハガキ

に住所、氏名、電信番号、践業を

明記し、久寺家飽4-1我孫予高等

疫術専門限O(84)64刊へ

|学童保育室指導員|
学童保育10クラブでは、僧噂民

と延期戸ルバイトを募集します。

砂申し込みー問い合わゼ 大空ク

ラブ宮(84)1710(午後2筒から5

筒〉土手官(87)日2341(夜間〉

|喋脇謙り」みこし担ぎ手|
惨日時 7月29白(臼〉午後オ時

~1II所東我孫子輔自

惨連絡先鈴木ft(85)35印

国W~
|岬棚悌書蜘兜蜘棚ゆ側棚鵬騨学.娘棚叡

'惨砂B鴎 7月3却0日〈角)弘、 3引1白〈火〕

午耳前市1叩口時から午後4時〈無料〉

~1II所保健センター

砂対象 ホJ白身に障害のあるお子

さんで平成3年度、小学僚へ入学

を予定しているお子さん及びその

保積書 *現!こ就学をしている児

麓 ー生徒のうちゅ局に陥害のある

3王子さん及びその保揮者

惨申し込み ・問い合わ世 事前に

電話で学僚叡宵按ft(85)1151へ

r7月依河川置.月岡』

屯='tIfi d弱第785号

河川は私疋ちの安らぎの綱、

河川愛置にご甑刀を// E1.'"軍国
Jl6月211;議長君臨害時間5∞

の陣相圃陣固

Jl1火-町v注つ栂つ相じ麟涯休=市園民相談室9∞ガう完普108程度

Jl8水 官消費生活相続=市民司自談室10∞-15∞

Jl9木 諸説EZ雪号慢者1伊;21あ∞

2((])金
2Jl土 ご務理智=師民センター9:3ト 11泊

229 ご趨詔品忌Z峨言お配偶捌閣僚叩
2~月:35iiiifE豆町自…∞
24火申法律相餓=市民渇踏室9∞万ら先週108程度

25水 消P費Jレ生コ活ーJ相レ阻軍民=根市民重相=臨天璽王台10司∞毎~飽1513守∞Iト16:∞

26木 ゅ人慣行直相臨=市民福踏襲10∞-15∞

21金
28土ゆ市世所閉庁(ー阻白隠担1;;陣<)

299 t騒音晶晶Z括協お新問削除11:却
~((])月5襲撃iPRU99田~唱団

" 回市周回I専問匝陣阻

~Jl火 i111i繕縦書~8'，ß組108'霊園
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平成2年7月1日現在人口121.051人(+1.189人)
男印.864人女60.187人

*世裕被.38.846世情(+973世信)
市民図S館本館84-1110 湖北台
分館日7-3055 布佐分館関-13竹

移動団富館87-0ω9

.鶴市改造事務所 85-1171

.!1f体障害者福祉センタ 88-0141 

.あらさ圃 88-4188
・つつじ荘 88-0123
・生活環I毘腺(浄化憎)87-2379 
(コミ)87-∞15(し尿)88-2547
布佐南近隣センター 89-3740
・天王台北近陶センター 82-9988
湖北台市民センター 88-9927
布佐市民センター 89-1193

市役所本庁 85-1111
・つくし野吏所 84-8801
.湖北台支所 88-0828
・湖北支所 88-2111
・布佐支所 ω-2お8
・叙育蚕員会 85-1151
.水道局 84-0111
.消防署 84-0119
・少年センター 84一旬∞
・保健センター 67-1131
・市民会館 84-33竹
.中央公民館 82-0515
・腐の憎物館 85-2212
・市民体育館 87-竹55

a~~~ 
|夏休み明りJ¥ンガ咽|
惨日時・燭所 ア月29日〈日〉あら

さ聞で午後1闘がら3鯖

砂募集人員小学5年生以上で先

.lS208(材料代守人1∞円)

砂申し込み・問い合わせ電密で

あらき箇ft(88)41f氾へ

|雪IFフもE遜芳三雲|
砂期日 8月8日〈水〉
惨梱所東主主孫子力ントリ クラ

ブ葉。西コース

惨穆加資格 ①戸マチユ戸でオフ

シャルハンディ1日程度までの男性

で市内在住者 ②シ二戸の田は60

歳以」こ〈平成2年1月サ日現在〉

砂定員 208 

惨費用自己負担

惨申し盗み・問い合わ~ ハガキ

に住所、氏名、年齢、電E話番号を

明記し、ア月20日〈金、必着〉まで

に、我孫吾1ω4叡宵蚕員会隊商潔

宮 (85)1151へ

|軟式テニス教室l
'会嶋 A手賀沼公園コート、 B

湖北白cp央公園コト

砂日時 A会場 :7月22日〈臼〉か

ら8月19日(臼〉までの白週日曜日

午前9聞から何時、 B会樋 :8月

58(臼〉ガら26日〈日〉ぎでの回避
巴曜日延べ10筒悶

砂毒事加賀椙 小学伎4年生以上の

在住・在劉者

修@加費小申学生10∞問、そ

の他2(別円

砂申し込み A会場で7月218は}

午前竹時から先ふ50名、 B会場で
8月4日(土〉午前竹崎から先着40

名

惨問い合わ世中村官(82)3052

1F芸大和服美術胎展l
'日時 7月18巴C7.JOから22日l印

の午前9筒から午後6時まで

砂燭所市民会館

砂イベント 7月21日〈主〉ヨロ

ッパの給商鑑賞とお話し〈関磁樹〉

砂問い合わ世鈴木宮(82)ω∞

310 


